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和
歌
山
県
新
宮
市
の
西
方
に
そ
び
え
る
権
現
山
は
、
神
が
降
臨
す
る
神
体
山
と
し

て
崇
め
ら
れ
、
山
の
南
、
高
さ
百
メ
ー
ト
ル
近
い
断
崖
絶
壁
に
は
熊
野
三
山
の
一
つ

熊
野
速
玉
大
社
の
摂
社
で
あ
る
神
倉
神
社
が
あ
り
、山
か
ら
市
中
を
睥
睨
し
て
い
る
。

神
倉
神
社
は
、『
日
本
書
紀
』
の
天
あ
ま
の

磐い
わ

盾た
て

と
伝
え
ら
れ
る
巨
大
な
ゴ
ト
ビ
キ
岩
を
ご

神
体
と
し
て
、
蟇
蛙
の
形
に
も
似
た
そ
の
霊
石
に
寄
り
添
う
よ
う
に
建
立
さ
れ
て
い

る
。
神
倉
神
社
の
「
お
燈
ま
つ
り
」
は
熊
野
に
春
を
呼
ぶ
男
の
火
ま
つ
り
と
し
て
毎

年
二
月
六
日
夜
に
斎
行
さ
れ
る
。
約
二
千
六
百
年
前
、神
武
天
皇
東
征
の
際
に
祭
神
・

高た
か
く
ら倉
下じ
の
み
こ
と
命
が
松
明
を
持
っ
て
案
内
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
の
故
事
も
あ
る
が
、「
お

燈
ま
つ
り
」
の
起
源
は
『
熊
野
年
代
記
』
に
敏
達
天
皇
三
年
（
西
暦
五
七
四
年
）
と

記
さ
れ
て
い
る
。

山
車
も
神
輿
も
登
場
せ
ず
、
歌
舞
音
曲
と
て
な
い
こ
の
火
ま
つ
り
を
控
え
て
、
二

月
六
日
の
新
宮
市
は
日
中
は
い
た
っ
て
平
穏
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
夕
刻
と
も
な
る
と
、

白
装
束
・
白
足
袋
に
草
鞋
を
は
き
、
腰
に
は
荒
縄
を
巻
き
つ
け
、
祈
願
の
松
明
を
手

に
し
た
男
た
ち
が
町
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
立
ち
現
れ
る
。
男
た
ち
は
一
週
間
も
前
か
ら

女
性
を
絶
っ
て
潔
斎
し
、
当
日
も
白
米
・
豆
腐
・
か
ま
ぼ
こ
・
白
身
魚
な
ど
白
い
も

の
ば
か
り
の
食
事
を
取
る
。
市
内
の
阿
須
賀
神
社
・
熊
野
速
玉
大
社
・
妙
心
寺
と
巡

拝
し
た
後
、
神
倉
神
社
へ
向
う
が
、
行
き
交
う
男
た
ち
は
手
に
し
た
点
火
前
の
松
明

を
「
頼
む
で
」「
頼
む
で
」
と
打
ち
交
わ
す
。
そ
れ
は
警
戒
と
信
頼
を
表
わ
す
儀
式

的
な
身
振
り
だ
。
巡
拝
の
途
上
で
は
町
の
あ
ち
こ
ち
で
、
女
た
ち
か
ら
酒
が
振
舞
わ

れ
る
。
当
夜
は
神
倉
神
社
麓
の
太
鼓
橋
を
結
界
と
し
て
女
人
禁
制
と
な
り
、
男
た
ち

だ
け
が
、
源
頼
朝
寄
進
と
伝
え
ら
れ
る
五
百
三
十
八
段
の
険
し
い
石
段
を
上
っ
て
い

く
。
氏
子
か
否
か
は
不
問
で
、
白
装
束
・
荒
縄
を
ま
と
い
松
明
を
手
に
し
た
「
正
装
」

の
男
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
「
上の
ぼ

り
子
」
と
な
れ
る
。
こ
の
「
上
り
子
」
と
な
っ
た
者

だ
け
が
、
山
頂
境
内
で
神
火
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
、
た
だ
の
「
観
光
客
」
は
男
で

あ
ろ
う
が
、
麓
の
結
界
外
に
止
め
ら
れ
、
山
頂
の
神
事
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

当
夜
は
山
頂
ゴ
ト
ビ
キ
岩
近
く
の
狭
い
境
内
に
約
二
千
人
の
男
た
ち
が
集
い
、
玉

垣
門
が
閉
じ
ら
れ
た
後
、
神
火
の
到
来
を
待
つ
。
神
火
が
到
来
し
、
お
の
お
の
が
持

参
し
た
五
角
錐
の
松
明
に
火
を
受
け
る
と
、
夜
闇
の
境
内
に
無
数
の
松
明
の
火
々
が

燃
え
盛
り
、
荒
ぶ
る
魂
が
高
揚
す
る
。
火
は
破
壊
力
と
生
命
力
を
同
時
に
揮
い
な
が

ら
、
燃
え
立
つ
煙
で
人
々
の
邪
気
を
燻
り
だ
す
。
や
が
て
玉
垣
門
が
開
か
れ
る
と
、

先
陣
を
争
う
殺
気
立
っ
た
若
衆
が
五
百
三
十
八
段
の
石
段
を
一
気
に
駆
け
下
り
、
新

宮
節
に
「
お
燈
ま
つ
り
は
男
の
ま
つ
り
、
山
は
火
の
滝
く
だ
り
龍
」
と
唄
わ
れ
る
通

り
、連
な
る
松
明
の
火
々
が
流
れ
る
よ
う
に
山
を
下
っ
て
い
く
。
麓
の
結
界
外
で
は
、

宝
塚
歌
劇
フ
ァ
ン
の
ス
タ
ー
「
出
待
ち
」
よ
ろ
し
く
、
列
を
な
し
た
女
た
ち
が
駆
け

下
り
る
勇
壮
な
男
た
ち
を
出
迎
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

「
お
燈
ま
つ
り
」
は
、「
火
の
威
力
を
崇
拝
し
畏
怖
し
感
謝
す
る
と
い
う
古
代
人
の

信
仰
と
、
霊
石
ゴ
ト
ビ
キ
岩
を
神
の
依
代
と
し
て
の
神
迎
え
―
神
お
ろ
し
行
事
と
し

て
発
生
し
た
も
の
」で
あ
る（
上
野
元）

1
（

）。
火
を
通
し
て
内
な
る
粗
暴
さ
と
向
き
合
い
、

中
上
健
次
『
火
ま
つ
り
』

 　
　

   

―
―
映
画
か
ら
小
説
へ
―
―

守
安　

敏
久

17



そ
れ
を
生
命
力
と
し
な
が
ら
、
神
霊
の
存
在
を
身
に
受
け
る
、
自
然
崇
拝
と
祖
霊
信

仰
に
支
え
ら
れ
た
独
特
の
火
ま
つ
り
だ
。

新
宮
市
の
「
路
地
」
に
生
ま
れ
た
作
家
・
中
上
健
次
は
、
少
年
時
は
も
と
よ
り
、

上
京
後
も
た
び
た
び
帰
郷
し
て
は
「
上
り
子
」
と
な
っ
て
こ
の
神
火
を
受
け
継
い
で

い
る
。
中
上
は
『
火
ま
つ
り
』
の
題
名
を
冠
し
て
映
画
シ
ナ
リ
オ
を
ま
ず
書
き
、
さ

ら
に
後
に
そ
れ
を
自
ら
小
説
化
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
お
燈
ま
つ
り
」
の
場
面
は

終
盤
わ
ず
か
に
あ
る
だ
け
だ
が
、
人
間
の
内
な
る
粗
暴
さ
と
自
然
の
霊
力
を
描
く
こ

と
は
、
作
品
全
体
を
太
く
貫
い
て
い
る
。

　
　

Ⅰ　

映
画
『
火
ま
つ
り
』

中
上
健
次
の
小
説
を
原
作
と
し
た
映
画
は
『
青
春
の
殺
人
者
』（
監
督
＝
長
谷
川

和
彦
、
脚
本
＝
田
村
孟
、
原
作
＝
『
蛇
淫
』、
Ａ
Ｔ
Ｇ
ほ
か
、
昭
51
）
以
来
、
数
本

製
作
さ
れ
て
い
る
。
同
名
の
小
説
を
原
作
と
し
た
映
画
『
十
九
歳
の
地
図
』（
監
督
・

脚
本
＝
柳
町
光
男
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
群
狼
、
昭
54
）
に
つ
い
て
、
原
作
者
の
中
上

は
か
な
り
不
満
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
さ
ら
に
後
に
監
督
の
柳
町
光
男
が
新
作
映
画

の
構
想
を
提
案
し
、
中
上
自
ら
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
シ
ナ
リ
オ
を
手
が
け
る
こ
と
で
、

映
画
『
火
ま
つ
り
』
は
始
動
す
る）

2
（

。
映
画
は
西
武
セ
ゾ
ン
グ
ル
ー
プ
第
一
回
製
作
作

品
と
し
て
、
昭
和
六
十
年
五
月
二
十
五
日
、
日
比
谷
映
画
、
シ
ネ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ン
・

六
本
木
ほ
か
で
公
開
さ
れ
、
同
年
の
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
に
も
正
式
出
品
さ
れ
た
。

監
督
＝
柳
町
光
男
、
製
作
＝
清
水
一
夫
、
脚
本
＝
中
上
健
次
、
音
楽
＝
武
満
徹
、

撮
影
＝
田
村
正
毅
、
美
術
＝
木
村
威
夫
、
照
明
＝
高
屋
斉
、
編
集
＝
山
地
早
智
子
、

出
演
＝
北
大
路
欣
也
（
達
男
）、
太
地
喜
和
子
（
基
視
子
）、
中
本
良
太
（
良
太
）、

三
木
の
り
平
（
山
川
の
兄
さ
ん
）、
宮
下
順
子
（
達
男
の
妻
）、
安
岡
リ
キ
ヤ
（
ト
シ

オ
）、
伊
武
雅
刀
（
移
動
パ
ン
屋
）、
小
鹿
番
（
鍛
冶
屋
）、
森
下
愛
子
（
保
母
）
他
、

西
武
セ
ゾ
ン
グ
ル
ー
プ
、
シ
ネ
セ
ゾ
ン
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
群
狼
提
携
作
品
、
35
ミ

リ
イ
ー
ス
ト
マ
ン
カ
ラ
ー
、
上
映
時
間
126
分
。
昭
和
六
十
年
度
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス
ト

テ
ン
第
三
位
、主
演
男
優
賞
受
賞
（
北
大
路
欣
也
）。
第
四
十
回
毎
日
映
画
コ
ン
ク
ー

ル
（
昭
和
六
十
年
度
）
脚
本
賞
受
賞
（
中
上
健
次
）、
男
優
主
演
賞
受
賞
（
北
大
路

欣
也
）。
映
画
は
後
に
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
（
ポ
ニ
ー
、
昭
61
、
分
類
番
号
Ｖ
Ｉ
７
８
Ｆ

１
２
１
７
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
ハ
ピ
ネ
ッ
ト
、
平
13
、
分
類
番
号
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｊ
１
８
３
６
）

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

中
上
健
次
『
火
の
文
学
』（
角
川
書
店
、昭
60
）
に
は
、昭
和
六
十
年
二
月
六
日
「
お

燈
ま
つ
り
」
参
加
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
加
え
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
シ

ナ
リ
オ
『
火
ま
つ
り
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
書
は
そ
の
ま
ま
『
火
の
文
学
』

（
角
川
文
庫
、
平
4
）
と
し
て
文
庫
化
さ
れ
て
い
る
。

舞
台
で
あ
る
熊
野
の
二
木
島
（
三
重
県
）
は
一
方
で
熊
野
灘
を
臨
む
漁
業
の
町
で

あ
り
、
一
方
で
熊
野
の
原
生
林
を
後
背
と
す
る
山
林
業
の
町
で
も
あ
る
。
昭
和

三
十
四
年
紀
勢
本
線
開
通
の
際
は
町
民
も
沸
い
た
が
、い
ま
や
町
は
さ
び
れ
て
お
り
、

海
中
公
園
建
設
の
噂
だ
け
が
空
ろ
に
飛
び
交
っ
て
い
る
。
町
の
旧
家
の
当
主
で
妻
子

あ
る
四
十
歳
の
達
男
は
、
木
こ
り
と
し
て
数
人
の
仲
間
と
山
林
伐
採
に
従
事
し
て
い

る
。
た
く
ま
し
い
肉
体
と
「
ム
シ
ャ
ク
シ
ャ
す
る
」
気
持
ち
を
持
て
余
す
達
男
は
猟

銃
で
猿
狩
り
を
し
た
り
、
弟
分
の
漁
師
と
禁
区
の
聖
域
で
泳
い
だ
り
、
傍
若
無
人
に

振
る
舞
い
、「
山
の
神
サ
ン
、
俺
の
彼
女
じ
ゃ
」
と
も
嘯
く
。
若
者
・
良
太
は
そ
の

達
男
を
「
ア
ニ
」
と
慕
い
、
つ
き
従
っ
て
い
る
。

あ
る
日
、
海
か
ら
小
船
で
達
男
の
幼
馴
染
み
の
基
視
子
が
久
々
に
帰
っ
て
く
る
。

十
二
の
頃
か
ら
「
初
め
て
の
男
」
と
し
て
達
男
に
惚
れ
き
っ
て
い
る
基
視
子
は
、
夜

の
船
上
で
達
男
と
情
事
を
重
ね
る
。
と
は
い
え
し
た
た
か
な
基
視
子
は
土
地
ブ
ロ
ー

カ
ー
の
山
本
の
兄
さ
ん
（
完
成
映
画
で
は
「
山
川
の
兄
さ
ん
」）
か
ら
色
仕
掛
け
で

大
金
を
ま
き
あ
げ
、
若
い
良
太
と
も
関
係
に
至
る
。

何
者
か
が
港
の
ハ
マ
チ
の
養
殖
場
に
三
度
ま
で
も
重
油
を
ま
き
、村
の
誰
も
が「
ワ
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ル
」
の
達
男
の
仕
業
と
疑
う
が
、
同
時
に
「
ア
ニ
」
に
対
抗
す
る
良
太
の
仕
業
と
も

暗
示
さ
れ
る
。

山
仕
事
の
最
中
の
天
候
の
変
化
に
敏
感
な
木
こ
り
た
ち
は
下
山
す
る
が
、
突
然
の

大
雨
に
も
達
男
は
「
そ
の
う
ち
止
む
ぞ
」
と
山
の
霊
気
と
感
応
す
る
か
の
ご
と
く
動

か
な
い
。
新
宮
市
で
の
「
お
燈
ま
つ
り
」
で
は
、
達
男
は
「
上
り
子
」
た
ち
に
喧
嘩

を
仕
掛
け
て
荒
れ
回
る
。

海
中
公
園
予
定
地
の
自
家
の
所
有
地
処
分
を
め
ぐ
っ
て
親
族
一
同
が
招
集
さ
れ
た

日
、
達
男
の
家
で
は
猟
銃
の
銃
声
が
何
度
も
轟
く
。
わ
が
子
二
人
を
含
み
、
親
族
・

家
族
一
同
が
達
男
の
銃
弾
に
倒
れ
、
最
後
に
達
男
も
自
殺
す
る
。

シ
ナ
リ
オ
梗
概
を
素
描
す
る
と
こ
の
よ
う
に
な
る
が
、中
上
は
こ
の
シ
ナ
リ
オ
で
、

「
噂
の
辻
」
と
名
づ
け
て
、
町
の
広
場
に
た
む
ろ
す
る
老
婆
や
漁
婦
た
ち
の
噂
話
を

通
し
て
物
語
を
手
繰
ろ
う
と
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
港
に
面
し
た
町
の
広
場
は
、

漁
師
た
ち
の
水
揚
げ
の
場
で
あ
り
、
ま
た
山
林
伐
採
に
向
う
木
こ
り
た
ち
を
乗
せ
る

ト
ラ
ッ
ク
の
出
発
場
所
で
も
あ
る
。熊
野
の
地
勢
と
生
活
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、

広
場
に
海
の
民
と
山
の
民
が
行
き
交
う
。
ま
た
流
し
の
鍛
冶
屋
が
そ
こ
で
一
時
の
店

開
き
を
し
た
り
、
移
動
パ
ン
屋
の
車
が
や
っ
て
き
た
り
す
る
。
外
の
世
界
と
内
の
世

界
の
情
報
が
行
き
交
い
、
た
む
ろ
す
る
老
婆
や
漁
婦
の
噂
話
が
、
真
偽
を
超
え
て
流

通
し
て
い
く
。派
手
な
基
視
子
と
達
男
の
情
事
や
、い
つ
も
は
騙
す
側
の
土
地
ブ
ロ
ー

カ
ー
が
こ
ろ
り
と
基
視
子
に
騙
さ
れ
て
い
く
顛
末
な
ど
、「
噂
の
辻
」
の
コ
ロ
ス
連

こ
そ
が
町
の
出
来
事
を
把
握
し
て
い
る
の
だ
。

ま
た
中
上
は
『
火
の
文
学
』（
前
掲
）「
ノ
ー
ト
」
で
、
山
道
の
あ
ち
こ
ち
に
鳥
を

獲
る
ワ
ナ
を
仕
掛
け
て
い
る
良
太
の
視
点
に
立
っ
て
、
シ
ナ
リ
オ
全
体
を
こ
う
解
説

し
て
い
る
。

ワ
ナ
は
サ
ル
に
向
け
ら
れ
、
さ
ら
に
人
に
向
け
ら
れ
る
。
人
に
向
か
っ
て
仕
掛

け
た
ワ
ナ
は
、
山
本
の
兄
さ
ん
、
さ
ら
に
基
視
子
へ
と
移
り
、
達
男
に
向
け
ら
れ

る
。ワ

ナ
、
聖
供
を
獲
る
場
所
。
良
太
は
、
聖
供
と
し
て
達
男
を
追
い
込
む
。
重
油

を
三
度
、
魚
の
養
殖
生い
け
す簀

に
ま
く
。
聖
供
と
し
て
達
男
は
き
わ
だ
つ
。
し
か
し
達

夫
は
、
愛
す
る
者
ら
を
道
づ
れ
に
一
家
惨
殺
し
、
死
ぬ
。
良
太
は
、
達
男
を
狩
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
。
お
そ
ら
く
良
太
は
、
新
た
な
達
男
と
し
て
生
き
る
。
バ

シ
ッ
と
ワ
ナ
が
落
ち
る
音
が
す
る
。 

（『
火
の
文
学
』「
ノ
ー
ト
」）

猿
狩
り
を
し
、
禁
制
を
破
り
、
女
た
ち
と
次
々
関
係
し
、「
山
の
神
サ
ン
、
俺
の

彼
女
じ
ゃ
」
と
嘯
く
達
男
は
、
良
太
に
と
っ
て
「
ワ
ル
」
の
英
雄
で
あ
る
。
良
太
の

英
雄
憧
憬
と
そ
の
反
動
と
し
て
の
対
抗
憎
悪
が
、「
聖
供
と
し
て
達
男
を
追
い
込
む
」

こ
と
へ
と
向
か
っ
て
い
く
。
ま
ず
良
太
は
達
男
の
行
動
を
模
倣
・
反
復
し
よ
う
と
す

る
。
達
男
が
弟
分
の
ト
シ
オ
に
向
か
っ
て
、「
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
、
股
間
が
勃

起
し
た
よ
う
に
つ
く
り
、
く
っ
く
っ
身
を
よ
じ
っ
て
笑
う
」
独
特
の
卑
猥
な
合
図
を

繰
り
返
す
と
、
や
が
て
良
太
も
真
似
を
す
る
。「
立
っ
た
ま
ま
し
た
こ
と
あ
る
か
」

と
達
男
が
あ
る
女
に
誘
い
か
け
る
と
、
良
太
も
ま
た
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
に
そ
う
言
い

寄
る
。
そ
し
て
良
太
は
達
男
同
様
に
、
基
視
子
と
関
係
す
る
。

シ
ナ
リ
オ
だ
け
か
ら
は
、
重
油
ま
き
の
犯
人
を
特
定
で
き
な
い
が
、
中
上
の
念
頭

に
は
良
太
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
と
は
い
え
、
達
男
は
一
家
惨
殺
と
自
殺
に
よ
っ
て
、

良
太
の
ワ
ナ
を
す
る
り
と
抜
け
て
、
よ
り
大
い
な
る
悪
の
闇
に
踏
み
出
し
て
い
く
。

そ
こ
に
は
「
王
殺
し
」
の
葛
藤
と
対
決
が
決
定
的
に
欠
け
て
い
る
。『
岬
』『
枯
木
灘
』

『
地
の
果
て 
至
上
の
時
』
三
部
作
で
、
秋
幸
と
「
蝿
の
王
」
た
る
実
父
・
浜
村
龍
造

と
が
向
き
合
っ
た
「
王
殺
し
」
の
壮
烈
な
葛
藤
は
な
い
。
浜
村
龍
造
も
最
後
は
自
殺

だ
が
、そ
こ
に
は
憎
み
あ
い
愛
し
あ
う
出
自
と
血
縁
の
「
修
羅
」
が
展
開
し
て
い
た
。

ま
た
一
家
惨
殺
に
至
る
達
男
の
家
族
と
の
葛
藤
も
し
か
と
は
書
き
込
ま
れ
て
い
な

19



い
。
母
親
は
当
主
と
し
て
の
達
男
の
権
限
を
尊
重
し
て
お
り
、
不
和
ら
し
き
も
の
も

顕
在
化
し
な
い
。
た
だ
「
若
い
と
い
え
ば
若
い
が
、
す
で
に
人
生
の
カ
ー
ブ
を
切
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
男
で
あ
る
。
だ
が
、
女
房
や
子
ど
も
、
母
親
、
と
い
う
関
係
の
中

に
は
収
ま
り
切
ら
な
い
〈
た
ぎ
り
〉
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
」
と
い
う
記
述
な
ど
に

示
唆
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
葛
藤
を
中
上
は
あ
え
て
シ
ナ
リ
オ
に
は
書
き

込
ま
ず
、
監
督
に
よ
る
映
像
解
釈
に
委
ね
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ラ
ス
ト
の
惨
劇
の

不
可
解
な
唐
突
さ
は
、
逆
に
言
え
ば
、
発
作
的
な
暴
発
の
衝
撃
を
与
え
る
一
面
も
あ

る
。「

ワ
ル
」
の
英
雄
と
も
「
聖
供
」
と
も
な
る
達
男
だ
が
、
そ
れ
は
単
に
共
同
体
の

規
範
に
違
反
す
る
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。「
山
の
神
サ
ン
、
俺
の
彼
女
じ
ゃ
」
と
嘯

く
達
男
は
、
木
こ
り
と
し
て
山
の
気
象
を
読
み
、
両
手
で
聖
な
る
大
木
を
抱
き
、
山

霊
と
対
話
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
の
ご
と
く
だ
が
、
あ
る
い
は
そ
れ
は
卑
小
な
錯
誤

か
も
し
れ
な
い
。
山
に
踏
み
入
り
、木
を
伐
る
人
間
の
存
在
そ
の
も
の
が
「
悪
」
だ
、

と
い
う
畏
怖
が
中
上
に
は
あ
っ
た
か
ら
だ
。
中
上
が
紀
州
を
旅
し
て
、
そ
の
自
然
と

生
活
を
「
差
別
」
の
相
の
も
と
に
考
察
し
た
渾
身
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
『
紀
州　

木

の
国
・
根
の
国
物
語
』（
朝
日
新
聞
社
、
昭
53
）
の
「
新
宮
」
篇
に
こ
う
あ
る
。

材
木
商
い
の
魅
力
と
は
、
つ
ま
り
悪
の
魅
力
で
あ
ろ
う
。
悪
と
は
、
材
木
商
ら

が
山
林
地
主
を
ダ
マ
し
て
山
を
安
く
買
い
た
た
く
こ
と
で
も
な
く
、
人
夫
ら
を
ア

ゴ
先
で
安
い
労
賃
で
使
う
事
で
も
な
い
。
杉
本
氏
の
話
を
き
い
て
、
悪
と
は
、
樹

木
、
材
木
を
伐
り
倒
し
、
売
り
買
い
す
る
そ
の
行
為
な
の
だ
、
と
思
っ
た
。
水
と

い
う
自
然
、
光
と
い
う
自
然
に
よ
っ
て
、
樹
木
は
成
育
す
る
。
樹
木
が
、
材
木
と

い
う
商
品
に
な
る
為
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
年
月
と
、
自
然
の
力
と
、
人
間
の
労
力
が

か
か
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
い
や
、
単
に
商
品
と
し
て
材
木
を
見
る
の
で
は

な
く
、
杉
本
氏
が
言
う
の
は
蓄
積
さ
れ
た
自
然
と
し
て
あ
る
樹
木
、
材
木
で
あ
る
。

山
に
入
っ
て
風
に
吹
か
れ
て
い
る
と
、
心
の
中
が
ひ
り
ひ
り
す
る
、
一
服
し
て

い
る
と
ざ
ん
げ
し
て
い
る
気
に
な
る
、
そ
う
元
材
木
商
の
氏
が
言
う
言
葉
に
、
自

然
に
向
き
あ
っ
て
自
然
を
加
工
し
よ
う
と
す
る
悪
の
痛
み
を
感
じ
る
。
材
木
は
面

白
い
。 

（『
紀
州　

木
の
国
・
根
の
国
物
語
』）

「
自
然
に
向
き
あ
っ
て
自
然
を
加
工
し
よ
う
と
す
る
悪
の
痛
み
」
を
感
じ
、
大
自

然
を
前
に
「
ワ
ル
」
の
英
雄
の
卑
小
さ
を
知
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
達
男
は
我
と
わ
が
一

族
を
「
生
贄
」
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
神
武
天
皇
東
征
の
折
、
熊
野
か
ら
八や

た咫
烏が

ら
すに

導
か
れ
て
大
和
を
征
服

し
た
と
い
う
、
そ
の
神
話
に
お
け
る
熊
野
上
陸
地
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
二
木

島
も
そ
の
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ま
た
二
木
島
に
は
秦
朝
か
ら
不
老
不
死
の
霊
薬
を

求
め
て
渡
海
し
た
徐
福
の
渡
来
地
と
の
伝
説
も
あ
る
。
中
上
も
当
然
こ
の
こ
と
を
意

識
し
て
お
り）

3
（

、
シ
ナ
リ
オ
『
火
ま
つ
り
』
で
基
視
子
が
海
か
ら
小
船
で
や
っ
て
く
る

の
も
、
こ
の
渡
来
伝
説
を
踏
ま
え
て
い
る
。

基
視
子
の
造
型
に
つ
い
て
は
、
中
上
が
愛
読
し
た
上
田
秋
成
『
雨
月
物
語
』「
蛇

性
の
婬
」
の
真ま

女な

ご子
に
そ
の
祖
型
が
あ
る
だ
ろ
う）

4
（

。
紀
の
国
三
輪
が
崎
の
優
男
・
豊

雄
に
と
り
つ
き
、
生
涯
の
契
り
を
激
し
く
迫
る
蛇
の
化
身
で
あ
る
。
自
ら
男
に
求
婚

し
、
か
き
口
説
き
、
執
念
く
と
り
す
が
り
、
や
が
て
男
を
破
滅
へ
と
追
い
や
ろ
う
と

す
る
女
。
シ
ナ
リ
オ
『
火
ま
つ
り
』
の
基
視
子
は
、十
二
の
頃
か
ら
「
初
め
て
の
男
」

と
し
て
達
男
に
惚
れ
き
っ
て
お
り
、
い
ま
ま
た
再
び
情
事
を
重
ね
る
。
達
男
は
こ
の

性
関
係
に
超
然
と
し
て
お
り
、
一
家
惨
殺
に
至
る
原
因
は
必
ず
し
も
基
視
子
に
は
な

い
が
、
達
男
の
破
滅
へ
の
道
程
に
彼
女
の
影
が
射
し
て
い
る
こ
と
は
疑
え
ま
い
。

こ
こ
で
中
上
に
よ
る
シ
ナ
リ
オ
と
、
柳
町
光
男
監
督
に
よ
る
完
成
映
画
を
照
ら
し

合
わ
せ
て
み
る
と
、
場
面
の
順
序
移
動
や
削
除
な
ど
は
あ
る
程
度
あ
る
も
の
の
、
そ

の
基
本
的
な
骨
格
は
同
じ
も
の
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
異
同
を
例
示
す
れ
ば
、
骨
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折
し
た
山
本
の
兄
さ
ん
を
車
で
搬
送
す
る
途
中
、
狭
い
道
で
バ
ス
と
対
向
し
た
達
男

が
、
バ
ス
の
運
転
手
に
食
っ
て
か
か
る
場
面
が
シ
ナ
リ
オ
に
は
あ
る
が
、
映
画
で
は

削
除
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
良
太
と
基
視
子
と
の
川
で
の
水
浴
場
面
、
求
め
て
く
る
良

太
に
対
し
て
、
い
っ
た
ん
は
頬
を
張
っ
て
基
視
子
が
拒
む
も
の
の
、
つ
い
に
は
関
係

に
至
る
展
開
で
シ
ナ
リ
オ
化
さ
れ
て
い
る
が
、
映
画
で
の
水
浴
場
面
は
、
ふ
た
り
の

危
う
げ
な
関
係
を
暗
示
す
る
に
止
め
、
老
婆
ら
の
「
噂
の
辻
」
が
そ
の
情
事
を
ふ
り

ま
く
形
と
な
る
。

ち
な
み
に
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
は
、
関
係
者
用
の
映
画
『
火
ま
つ
り
』

撮
影
台
本
が
三
種
類
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。「
第
一
稿
」、「
第
二
稿
」（
淡
青
表
紙
版
）、

「
第
二
稿
」（
白
表
紙
版
）
で
、
こ
の
う
ち
「
第
二
稿
」（
白
表
紙
版
）
に
は
達
男
に

よ
る
一
家
惨
殺
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
が
な
い（
そ
れ
以
外
は
淡
青
表
紙
版
と
同
じ
）。「
第

一
稿
」
で
は
「
企
画
＝
奥
山
和
由
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
第
二
稿
」
で
は
消
え
、「
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
＝
清
水
一
夫
」
と
な
っ
て
い
る
。「
第
一
稿
」、「
第
二
稿
」（
淡
青
表

紙
版
）
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
異
同
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
撮
影
台
本
で
、
完
成
映
画

に
対
応
し
て
い
る
（
い
く
つ
か
場
面
移
動
あ
り
）。『
火
の
文
学
』
所
収
の
中
上
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
・
シ
ナ
リ
オ
は
、「
第
一
稿
」
以
前
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
新
宮
市
立
図
書
館
に
あ
る
中
上
健
次
資
料
収
集
室
に
は
、
稿
番
の
な
い
『
火

ま
つ
り
』
撮
影
台
本
と
、早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
「
第
二
稿
」（
淡
青
表
紙
版
）

と
同
じ
も
の
の
二
種
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
稿
番
の
な
い
『
火
ま
つ
り
』
撮
影

台
本
に
は
新
た
に
俳
優
・
ス
タ
ッ
フ
名
が
印
字
さ
れ
て
お
り
、「
第
二
稿
」
以
降
の

も
の
で
あ
る
。

『
火
の
文
学
』（
前
掲
）「
ノ
ー
ト
」
で
、「
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
シ
ナ
リ
オ
『
火
ま

つ
り
』
の
読
解
の
一
つ
が
、
フ
ィ
ル
ム
版
『
火
ま
つ
り
』
な
の
だ
」
と
述
べ
る
中
上

は
、「
映
画
製
作
と
い
う
分
業
労
働
か
ら
一
つ
は
み
出
し
」
て
、
フ
ィ
ル
ム
版
と
距

離
を
置
こ
う
と
し
て
い
る
。
シ
ナ
リ
オ
読
解
を
踏
ま
え
た
、
フ
ィ
ル
ム
版
の
困
難
な

作
業
の
ひ
と
つ
は
、
山
の
民
が
向
き
合
う
山
の
大
気
の
変
化
や
肌
ざ
わ
り
、
さ
ら
に

は
自
然
の
霊
力
を
、
映
像
と
し
て
フ
ィ
ル
ム
に
刻
み
込
む
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は

同
じ
よ
う
に
そ
の
困
難
な
作
業
に
挑
み
、
山
の
大
気
と
樹
木
の
霊
力
を
引
き
出
し
た

映
画
『
殯も
が
りの

森
』（
監
督
・
脚
本
＝
河
瀬
直
美
、平
19
）
と
比
較
し
な
が
ら
、映
画
『
火

ま
つ
り
』
を
考
察
し
て
み
た
い
。

第
六
十
回
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
の
映
画
『
殯
の
森
』
は
、
奈
良

県
東
部
の
山
間
地
を
舞
台
に
、
三
十
年
前
に
亡
く
し
た
妻
の
思
い
出
と
と
も
に
生
き

る
軽
度
の
認
知
症
患
者
・
し
げ
き
が
、
そ
の
妻
の
眠
る
森
へ
の
墓
参
で
、
付
き
添
っ

た
若
い
介
護
士
・
真
千
子
と
と
も
に
、
山
中
に
踏
み
迷
う
道
行
を
描
き
出
す
。
山
に

解
き
放
た
れ
た
し
げ
き
は
「
野
生
児
」
さ
な
が
ら
、
道
な
き
山
中
を
ど
ん
ど
ん
進
ん

で
い
く
。
激
し
く
雨
が
降
り
、
出
水
が
あ
り
、
迷
え
る
介
護
士
は
怖
れ
、「
行
か
ん

と
い
て
」
と
泣
き
叫
ぶ
。
一
夜
を
山
中
で
明
か
す
こ
と
に
な
っ
た
二
人
は
、
焚
火
を

静
か
に
見
つ
め
な
が
ら
、
互
い
の
濡
れ
た
身
体
を
暖
め
あ
う
。
翌
朝
、
し
げ
き
は
よ

う
や
く
森
の
中
の
妻
の
眠
る
地
に
至
り
、
幻
想
の
な
か
で
記
憶
の
な
か
の
若
き
妻
と

ダ
ン
ス
す
る
。
さ
ら
に
両
腕
を
広
げ
て
聳
え
立
つ
大
樹
を
抱
き
、
樹
霊
と
身
体
ご
と

対
話
し
、
引
き
続
い
て
胎
児
の
ご
と
き
姿
勢
で
大
地
に
伏
す
。
自
ら
も
わ
が
子
を
失

い
、
生
き
る
こ
と
に
後
ろ
向
き
に
な
っ
て
い
た
真
千
子
は
、
し
げ
き
の
「
鎮
魂
」
の

身
振
り
を
わ
が
こ
と
と
し
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
つ
ぶ
や
く
。

映
画
『
火
ま
つ
り
』
と
同
じ
く
、
不
安
定
な
天
候
の
森
に
激
し
い
雨
が
降
り
、
聳

え
立
つ
大
樹
を
両
腕
で
抱
く
場
面
が
あ
り
、
そ
し
て
火
が
魂
の
根
源
を
揺
さ
ぶ
る
。

『
殯
の
森
』
で
二
人
が
囲
む
焚
火
は
、
夢
想
と
休
息
へ
の
誘
い
で
あ
り
、
一
方
『
火

ま
つ
り
』
で
燃
え
盛
る
「
お
燈
ま
つ
り
」
の
松
明
は
、
達
男
の
破
壊
衝
動
を
象
徴
し

て
い
る
。
ガ
ス
ト
ン
・
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
『
火
の
精
神
分
析
』（
一
九
三
八
、
邦
訳
せ

り
か
書
房
・
前
田
耕
作
訳
・
改
訳
版
平
2
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
火
は
相
異
な
る

二
つ
の
価
値
づ
け
を
受
け
入
れ
る
、「
守
護
と
威
嚇
、
正
と
邪
の
神
で
あ
る
」。
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『
殯
の
森
』
で
は
、
介
護
す
る
者
と
さ
れ
る
者
と
の
社
会
力
学
が
、
大
自
然
の
な

か
で
無
化
し
、
ま
た
夢
想
の
な
か
で
死
者
が
甦
り
、
老
い
た
る
者
が
誕
生
の
始
原
へ

と
一
気
に
遡
る
よ
う
な
ド
ラ
マ
が
、
地
水
火
風
の
霊
気
を
通
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い

る
。
認
知
症
の
老
い
た
る
魂
が
、絶
望
を
抱
え
て
い
た
若
い
魂
を
救
い
出
す
道
行
が
、

ひ
ん
や
り
し
た
山
の
大
気
の
な
か
で
展
開
す
る
の
だ
。

『
火
ま
つ
り
』
に
お
い
て
、
確
か
に
聳
え
る
大
樹
や
驟
雨
や
燃
え
立
つ
火
は
描
か

れ
て
い
る
が
、
良
太
だ
の
家
族
だ
の
と
の
人
間
的
な
葛
藤
を
欠
き
、
達
男
自
身
の
内

省
化
が
曖
昧
な
ま
ま
推
移
す
る
の
で
、
包
み
込
む
自
然
の
肌
ざ
わ
り
に
い
ま
少
し
強

度
が
感
じ
ら
れ
な
い
。自
然
の
ド
ラ
マ
は
人
間
の
ド
ラ
マ
と
緊
密
に
重
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
は
中
上
の
シ
ナ
リ
オ
自
体
の
強
度
に
も
係
わ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
同
じ
く
山
の
民
の
映
画
と
し
て
、
ス
イ
ス
映
画
『
山
の
焚
火
』（
監
督
・

脚
本
＝
フ
レ
デ
ィ
・
Ｍ
・
ム
ー
ラ
ー
、
一
九
八
五
）
を
引
き
合
い
に
出
し
て
も
い
い
。

山
と
い
っ
て
も
、
林
間
地
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
は
ア
ル
プ
ス
の
牧
草
地
を
舞
台
と
す

る
。
孤
立
し
た
山
中
で
牧
畜
と
農
業
を
営
む
父
母
、
姉
娘
と
聾
唖
の
弟
の
四
人
家
族

が
暮
ら
し
て
い
る
。
思
春
期
の
弟
は
反
抗
期
を
迎
え
、
父
と
対
立
し
て
、
さ
ら
に
山

の
上
の
一
軒
屋
に
閉
じ
こ
も
る
。
姉
が
様
子
を
見
に
行
き
、
山
上
で
焚
火
を
囲
み
、

い
つ
し
か
抱
き
合
う
。
や
が
て
姉
は
妊
娠
し
、
そ
れ
を
知
っ
て
逆
上
し
た
父
は
ラ
イ

フ
ル
銃
を
手
に
し
て
姉
娘
の
ほ
う
に
向
か
う
が
、
弟
と
格
闘
に
な
り
、
銃
弾
は
父
を

貫
く
。
惨
劇
の
な
か
、
母
も
シ
ョ
ッ
ク
で
死
ぬ
。
こ
こ
に
は
近
親
相
姦
が
あ
り
、
不

慮
の
事
故
な
が
ら
「
親
殺
し
」
が
描
き
出
さ
れ
る
。『
火
ま
つ
り
』
同
様
、
銃
に
よ

る
家
族
の
死
が
大
団
円
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
山
の
大
気
と
瞑
想
的
な
焚
火
が
独
特

の
始
原
の
感
触
を
映
画
に
与
え
て
い
る
。『
山
の
焚
火
』
の
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
め
い
た

神
話
性
こ
そ
、
む
し
ろ
中
上
文
学
の
世
界
に
近
い
と
も
言
え
る
が
、
映
画
『
火
ま
つ

り
』
に
は
こ
の
神
話
性
が
欠
け
て
お
り
、
始
原
の
感
触
も
弱
い
。

　
　

Ⅱ 

熊
野
市
一
家
七
人
殺
し
事
件

三
重
県
熊
野
市
新
鹿
町
に
購
入
し
た
土
地
の
登
記
問
題
が
生
じ
、
前
年
か
ら
の
ア

メ
リ
カ
生
活
を
打
ち
切
っ
た
中
上
健
次
は
、
昭
和
五
十
五
年
一
月
、
熊
野
市
新
鹿
町

の
借
家
に
仮
転
居
、
有
機
農
法
で
畑
な
ど
を
作
っ
て
約
半
年
間
居
住
す
る）

5
（

。
ち
ょ
う

ど
そ
の
と
き
、
同
年
一
月
三
十
一
日
午
後
六
時
、
熊
野
市
二
木
島
町
で
は
農
業
・
池

田
一
通
（
四　

　

四

）
に
よ
る
一
家
七
人
殺
し
事
件
が
起
こ
り
、
翌
日
の
全
国
紙
は
こ
ぞ
っ

て
一
面
で
報
道
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
地
元
三
重
県
で
配
達
さ
れ
た）

6
（

『
朝
日
新
聞
』

名
古
屋
本
社
版
（
昭
55
・
2
・
1
朝
刊
）
一
面
記
事
「
家
族
ら
7
人
次
々
射
殺
／
3

人
け
が
、
本
人
自
殺
／
三
重
県
熊
野
」
か
ら
抜
粋
し
よ
う
。

じ
ん
臓
病
で
長
期
入
院
し
て
い
る
愛
児
の
病
状
に
悩
み
続
け
た
父
親
が
突
然
、

興
奮
状
態
に
な
り
、
か
け
つ
け
た
医
師
の
診
察
も
拒
ん
だ
あ
げ
く
、
心
配
し
た
家

族
が
近
く
の
親
類
を
集
め
た
と
こ
ろ
、
暴
れ
出
し
、
手
オ
ノ
を
ふ
る
い
猟
銃
を
乱

射
し
て
、
母
親
と
保
育
園
児
の
二
人
の
愛
児
ら
七
人
を
次
々
と
惨
殺
す
る
事
件
が

熊
野
市
で
起
こ
っ
た
。
父
親
は
惨
劇
の
直
後
、
か
け
つ
け
た
警
察
官
を
前
に
自
ら

も
猟
銃
で
自
殺
し
た
。
三
重
県
警
捜
査
一
課
と
熊
野
署
は
、
事
件
の
く
わ
し
い
経

過
や
動
機
を
調
べ
て
い
る
が
、
ふ
だ
ん
は
お
と
な
し
い
父
親
が
わ
が
子
か
わ
い
さ

の
果
て
の
凶
行
―
―
思
い
も
よ
ら
ぬ
〝
狂
気
〞
に
、静
か
な
漁
村
は
ふ
る
え
あ
が
っ

た
。（
中
略
）

同
署
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、池
田
に
殺
さ
れ
た
の
は
家
族
や
親
類
の
人
た
ち
七
人
。

池
田
の
母
親
と
く
へ
さ
ん
（
八　

　

〇

）
が
離
れ
の
玄
関
先
で
、
姉
の
岡
本
さ
な
ゑ
さ
ん

（
五　

　

五

）
が
家
の
北
側
通
路
で
、
さ
な
ゑ
さ
ん
の
夫
の
岡
本
勇
左
ヱ
門
さ
ん
（
五　

　

八

）

が
玄
関
先
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
、
池
田
の
弟
の
池
田
寿
一
さ
ん
（
三　

　

六

）
が
も
う

一
台
の
ラ
イ
ト
バ
ン
の
運
転
席
、
妹
の
森
本
実
子
さ
ん
（
四　

　

一

）
と
池
田
の
次
男
忠

ち
ゃ
ん
（
五　

　

つ

）
と
三
男
の
正
和
ち
ゃ
ん
（
四　

　

つ

）
＝
い
ず
れ
も
二
木
島
保
育
園
児
＝
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が
ラ
イ
ト
バ
ン
の
後
部
座
席
で
そ
れ
ぞ
れ
血
ま
み
れ
に
な
っ
て
死
ん
で
い
た
。

（
中
略
）

こ
れ
ま
で
の
調
べ
で
は
、
池
田
の
長
男
が
昨
年
五
月
、
通
学
先
の
中
学
校
の
集

団
検
診
で
じ
ん
臓
病
と
わ
か
っ
た
。
こ
の
た
め
和
歌
山
県
新
宮
市
内
の
病
院
に
入

院
後
、
七
月
に
な
っ
て
津
市
内
の
国
立
療
養
所
三
重
病
院
へ
移
っ
た
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
子
ど
も
の
入
院
に
悩
み
続
け
た
結
果
、
突
然
狂
い
、
犯
行
に
及
ん
だ
の

で
は
な
い
か
と
捜
査
当
局
は
み
て
い
る
。

池
田
は
、
田
ん
ぼ
と
ミ
カ
ン
畑
約
七
千
平
方
㍍
の
ほ
か
、
か
な
り
の
山
を
持
つ

土
地
持
ち
だ
っ
た
。
し
か
し
、
生
活
は
そ
れ
ほ
ど
裕
福
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

他
の
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
農
閑
期
に
は
石
工
や
ダ
ン
プ
の
運
転
手
を
し
て
い

た
。無

口
で
、
人
付
き
合
い
の
い
い
方
で
は
な
か
っ
た
が
、
お
と
な
し
い
、
い
い
男

と
い
う
の
が
近
所
の
人
の
評
。（
後
略
） 

（『
朝
日
新
聞
』）

地
元
で
起
こ
っ
た
こ
の
一
家
七
人
殺
し
に
、
中
上
も
ま
た
興
味
を
持
っ
て
報
道
を

追
い
か
け
て
い
る
。「
私
小
説
と
物
語
が
交
互
に
書
か
れ
た）

7
（

」
短
編
連
作
集
で
あ
る

『
熊
野
集
』（
講
談
社
、
昭
59
）「
桜
川）

8
（

」
の
章
に
、
中
上
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

る
。

ち
ょ
う
ど
た
ま
た
ま
新
し
く
居
を
定
め
た
と
こ
ろ
が
、
男
が
猟
銃
で
一
家
七
人

殺
傷
し
自
殺
し
た
事
件
の
あ
っ
た
熊
野
市
二
木
島
か
ら
二
つ
手
前
の
村
新
鹿
だ
っ

た
事
も
あ
り
、
今
年
は
ひ
と
と
お
り
で
な
く
桜
が
眼
に
つ
い
た
。
熊
野
市
か
ら
大

泊
を
通
っ
て
尾
鷲
へ
の
道
で
は
な
く
海
沿
い
に
狭
い
道
に
入
り
、
徐
福
上
陸
の
碑

が
あ
る
あ
た
り
に
、
ほ
ど
よ
い
大
き
さ
の
桜
が
並
び
、
さ
ら
に
新
鹿
の
入
り
口
か

ら
道
に
お
お
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
桜
が
続
く
。
も
ち
ろ
ん
数
だ
け
を
言
う
な
ら
新

し
く
借
り
た
川
そ
ば
の
借
家
ま
で
の
桜
な
ど
取
り
立
て
て
言
う
ほ
ど
の
数
で
は
な

い
。
た
だ
事
件
の
報
道
を
追
っ
て
新
聞
を
読
み
週
刊
誌
を
読
む
者
か
ら
見
れ
ば
、

新
鹿
と
同
じ
よ
う
に
海
と
山
の
間
の
わ
ず
か
ば
か
り
の
土
地
の
二
木
島
で
起
っ
た

事
件
の
渦
中
に
い
た
二
人
の
子
供
ら
の
声
が
、
桜
の
重
な
り
の
向
こ
う
か
ら
聴
こ

え
て
き
も
す
る
。
実
際
、
眼
に
見
え
る
よ
う
に
想
像
で
き
る
の
だ
っ
た
。
体
の
具

合
が
悪
い
か
ら
と
一
統
の
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
た
男
に
は
一
統
を
強
引
に
心
中

に
引
き
ず
り
込
む
気
持
ち
は
あ
っ
た
ろ
う
が
、
二
人
の
子
ま
で
道
づ
れ
に
し
よ
う

と
は
思
わ
な
い
。
だ
が
子
供
は
男
の
心
を
知
ら
ず
、
大
人
ら
が
家
に
集
っ
て
い
る

事
に
眼
を
う
ば
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
男
は
「
ジ
ュ
ー
ス
で
も
買
う
て
こ
い
」
と

言
い
つ
け
て
そ
の
場
を
離
れ
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
狭
い
村
で
、
駄
菓
子
屋
は
き

ま
っ
て
眼
と
鼻
の
先
に
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
な
が
ら
す
ぐ
に

戻
っ
て
も
き
た
の
だ
ろ
う
。
二
人
の
子
供
が
射
ち
殺
さ
れ
た
一
統
の
中
に
入
っ
て

い
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

東
京
で
永
い
間
住
ん
で
ア
メ
リ
カ
へ
渡
り
半
年
ほ
ど
一
家
で
暮
ら
し
て
、
二
木

島
か
ら
十
分
ほ
ど
の
新
鹿
に
借
家
ず
ま
い
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
渡
る
前
に
版

元
か
ら
前
借
り
し
て
土
地
を
買
っ
て
い
た
か
ら
だ
が
、
そ
の
事
件
の
勃
発
は
小
説

を
書
い
て
暮
ら
し
て
い
る
者
の
業
の
深
さ
を
眼
の
あ
た
り
に
す
る
よ
う
だ
っ
た
。

身
を
の
り
出
し
て
事
件
の
報
道
を
追
う
業
の
う
ご
め
き
と
、
あ
き
ら
め
に
声
も
な

か
っ
た
。
そ
の
事
件
は
自
分
が
い
ま
ま
で
書
い
て
来
た
小
説
の
顕
現
化
だ
と
も

思
っ
た
し
、
私
小
説
で
何
度
も
書
い
た
主
人
公
の
暴
発
が
成
就
し
た
も
の
だ
と
い

う
思
い
も
つ
も
っ
た
。
ノ
ー
ト
を
取
り
、
ひ
り
つ
く
気
持
の
う
ち
に
小
説
に
仕
立

て
よ
う
と
何
度
も
試
み
た
。
実
際
何
も
か
も
符
丁
が
合
い
過
ぎ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
（『
熊
野
集
』「
桜
川
」）

事
件
直
後
の
週
刊
誌
記
事
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
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①
『
週
刊
文
春
』（
昭
55
・
2
・
14
）「
三
重
県
熊
野
市 

一
族
七
人
を
惨
殺
し
て
自

殺
し
た
男
の
『
正
気
の
瞬
間
』」

②
『
週
刊
朝
日
』（
昭
55
・
2
・
15
）「
三
重
県
熊
野
市
一
族
惨
殺
！　

そ
の
直
前
、

父
親
は
子
供
を
逃
が
そ
う
と
し
た
…
」（
中
野
晴
文
、
森
田
秀
男
）

③
『
週
刊
読
売
』（
昭
55
・
2
・
17
）「W

ID
E N

EW
S 

惨
！
一
人
の
狂
気
が
生
ん
だ

熊
野
の
〝
八
つ
墓
村
〞
一
家
七
人
殺
し
」（
川
嶋
正
人
）

④
『
週
刊
サ
ン
ケ
イ
』（
昭
55
・
2
・
21
）「
三
重
一
族
7
人
殺
し
『
血
の
親
族
会
議
』

を
決
意
す
る
ま
で
の
〝
猟
銃
乱
射
男
〞
の
不
運
」

中
上
が
『
熊
野
集
』「
桜
川
」
で
言
及
し
て
い
る
、
子
供
に
ジ
ュ
ー
ス
を
買
い
に

行
か
せ
る
話
は
、『
週
刊
朝
日
』（
②
）
に
こ
う
あ
る
。

以
下
は
、
惨
劇
か
ら
生
き
残
っ
た
充
さ
ん
の
証
言
で
あ
る
。「
家
に
戻
る
と
一

通
が
、
弟
の
と
し
坊
（
寿
一
）
に
『
忠
（
五　

　

つ

）
と
正
和
（
四　

　

つ

）
を
連
れ
て
ジ
ュ
ー

ス
を
買
い
に
行
け
』
と
半
ば
強
制
的
に
い
っ
て
い
た
。
か
わ
い
が
っ
て
い
た
弟
と

愛
児
二
人
だ
け
は
助
け
て
や
ろ
う
と
思
い
、
逃
が
し
た
の
だ
ろ
う
。」（
中
略
）

最
初
は
、
充
さ
ん
の
い
う
と
お
り
、
愛
児
を
逃
が
そ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
次
々
と
一
族
を
殺
し
て
い
っ
た
一
通
は
、子
供
だ
け
が
生
き
残
っ
て
も
、

と
最
後
は
〝
一
族
心
中
〞
を
図
っ
た
と
も
み
ら
れ
る
。 

（
②
）

事
件
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
長
男
の
腎
臓
病
入
院
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
た
こ
と
に

加
え
、
同
じ
く
『
週
刊
朝
日
』（
②
）
は
以
下
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

ま
た
石
工
と
し
て
働
く
自
分
自
身
も
、
石
を
切
る
さ
い
の
機
械
の
振
動
で
白
ろ

う
病
に
か
か
り
、
悩
ん
で
い
た
。

そ
の
う
え
、
白
ろ
う
病
で
労
災
認
定
を
受
け
休
業
特
別
支
給
金
を
受
け
取
っ
て

い
る
た
め
、休
業
し
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、一
通
は
働
い
て
賃
金
を
も
ら
っ

て
い
た
。
こ
の
不
正
受
給
に
労
基
署
が
動
き
出
し
、
や
が
て
警
察
の
手
が
ま
わ
る

と
思
い
込
ん
で
、
苦
し
ん
で
い
た
と
い
う
。
田
畑
や
山
林
を
持
ち
、
地
区
で
も
三

本
の
指
に
入
る
池
田
家
の
当
主
と
し
て
、
警
察
に
捕
ま
る
と
な
る
と
、
一
族
の
恥

に
つ
な
が
る
。 

（
②
）

ま
た
『
週
刊
サ
ン
ケ
イ
』（
④
）
は
、
池
田
一
通
の
過
去
の
逸
話
を
、
次
の
よ
う

な
証
言
を
通
し
て
伝
え
て
い
る
。

「
新
宮
駅
前
で
、ウ
チ
（
三
重
交
通
）
の
バ
ス
と
一
通
の
乗
用
車
が
行
き
お
う
て
、

ス
レ
違
え
な
く
な
っ
た
。
車
掌
が
一
通
に
何
か
声
を
か
け
る
と
、
逆
上
し
た
一
通

が
バ
ス
に
乗
り
込
ん
で
き
て
〝
俺
は
動
か
ん
ぞ
〞
と
す
ご
い
剣
幕
で
怒
鳴
っ
て
き

た
。
車
掌
が
泣
い
て
詫
び
を
入
れ
て
も
、
一
通
は
全
然
聞
き
入
れ
ず
、
一
通
の
知

人
を
呼
ん
で
き
て
の
説
得
に
や
っ
と
応
じ
た
ん
で
す
」（
三
重
交
通
関
係
者
） （
④
）

こ
の
一
家
七
人
殺
し
事
件
を
「
自
分
が
い
ま
ま
で
書
い
て
来
た
小
説
の
顕
現
化
だ

と
も
思
っ
た
」（『
熊
野
集
』）
中
上
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
シ
ナ
リ
オ
『
火
ま
つ
り
』

執
筆
に
当
た
っ
て
、
ま
さ
に
舞
台
を
当
の
熊
野
市
二
木
島
に
と
り
、
一
家
惨
殺
と
自

殺
と
い
う
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
へ
向
け
て
書
い
て
い
く
。
長
男
の
病
気
と
か
不
正
受
給
と

い
っ
た
具
体
的
な
動
機
は
取
り
払
い
、「
ム
シ
ャ
ク
シ
ャ
す
る
」
空
虚
感
に
抽
象
化

し
な
が
ら
、
不
意
の
暴
発
へ
と
追
い
立
て
ら
れ
て
い
く
主
人
公
の
闇
を
仮
構
す
る
。

池
田
一
通
が
子
供
に
ジ
ュ
ー
ス
を
買
い
に
行
か
せ
る
挿
話
は
、
シ
ナ
リ
オ
の
ラ
ス
ト

シ
ー
ン
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
完
成
映
画
で
は
消
え
た
も
の
の
、
狭
い
道
で
バ

ス
と
対
向
し
た
達
男
が
、
バ
ス
の
運
転
手
に
食
っ
て
か
か
る
場
面
が
シ
ナ
リ
オ
に
は

あ
り
、
こ
れ
も
池
田
一
通
自
身
の
逸
話
を
踏
ま
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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Ⅲ　

小
説
『
火
ま
つ
り
』

映
画
『
火
ま
つ
り
』
公
開
の
直
後
か
ら
、
中
上
は
そ
の
小
説
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
小
説
『
火
ま
つ
り
』
は
、『
文
学
界
』（
昭
60
・
7
、
昭
60
・
10
、
昭
60
・
11
、

昭
61
・
1
、
昭
62
・
2
）
に
断
続
的
に
連
載
さ
れ
、
単
行
本
『
火
ま
つ
り
』（
文
藝

春
秋
、
昭
62
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
初
出
と
初
刊
本
と
の
異
同
は
字
句
な
ど
わ
ず

か
に
す
ぎ
な
い
。

小
説
は
、
ほ
ぼ
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
シ
ナ
リ
オ
の
展
開
に
添
い
な
が
ら
進
ん
で
い
く
が
、

シ
ナ
リ
オ
で
の
「
基
視
子
」
は
小
説
で
は
「
キ
ミ
コ
」
と
名
づ
け
ら
れ
、「
多
淫
多
情
」

ぶ
り
は
そ
の
ま
ま
な
が
ら
、
小
説
で
の
重
要
度
は
シ
ナ
リ
オ
よ
り
後
退
し
て
い
る
。

基
視
子
が
金
を
ま
き
あ
げ
る
土
地
ブ
ロ
ー
カ
ー
「
山
本
の
兄
さ
ん
」
も
小
説
に
は
登

場
し
な
い
。

ま
た
小
説
で
は
達
男
が
当
主
と
な
る
池
田
家
の
家
の
歴
史
が
説
明
さ
れ
、
同
時
に

そ
の
没
落
の
翳
り
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
達
男
の
家
は「
二
木
島
の
湾
の
左
手
に
、

ま
る
で
神
世
の
代
か
ら
二
木
島
に
住
ん
で
い
る
一
統
だ
と
暗
黙
の
う
ち
に
主
張
す
る

よ
う
」
な
家
で
あ
り
、「
湾
を
見
お
ろ
す
よ
う
に
建
っ
た
小
さ
な
城
の
観
を
呈
し
て

い
た
」。
達
男
は
、
父
親
が
齢
老
い
る
ま
で
何
人
産
ん
で
も
女
ば
か
り
な
の
で
、
父

母
が
神
仏
に
祈
っ
て
よ
う
や
く
授
け
ら
れ
た
、
七
人
き
ょ
う
だ
い
の
一
等
末
の
男
の

子
で
あ
る
。
八
十
六
で
父
親
は
死
ぬ
が
、
怖
い
者
な
し
に
育
っ
た
達
男
は
、
海
で
も

山
で
も
「
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
平
気
で
し
た
」。

達
男
の
父
親
は
紀
勢
線
の
全
通
に
当
た
っ
て
、「
二
木
島
が
発
展
す
る
た
め
な
ら
」

と
持
っ
て
い
た
山
二
つ
を
国
鉄
に
提
供
し
た
が
、
後
に
母
親
の
眼
か
ら
は
、
町
を
あ

げ
て
喜
ん
だ
紀
勢
線
全
通
が
、
池
田
家
の
「
王
国
の
崩
壊
」
の
節
目
の
よ
う
に
見
え

て
い
る
。
生
活
の
電
化
が
進
み
、
教
育
が
向
上
し
、
町
に
「
平
等
と
い
う
考
え
方
」

が
浸
透
し
て
い
く
と
、
そ
れ
ま
で
何
も
か
も
池
田
の
家
の
世
話
に
な
っ
て
い
た
町
の

人
々
は
、
そ
れ
を
忘
れ
て
い
く
。
そ
し
て
跡
取
り
の
達
男
を
「
目
の
敵
に
し
、
あ
る

事
な
い
事
言
っ
て
廻
り
、
達
男
を
引
き
ず
り
お
ろ
そ
う
と
す
る
」。
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

シ
ナ
リ
オ
で
は
こ
う
い
っ
た
池
田
の
家
の
歴
史
は
ほ
と
ん
ど
窺
え
ず
、
紀
勢
線
全
通

時
の
祝
祭
的
な
光
景
が
懐
旧
と
し
て
挿
入
さ
れ
る
ば
か
り
だ
。
小
説
に
あ
っ
て
は
、

「
王
国
の
崩
壊
」
後
に
当
主
と
な
っ
た
達
男
に
と
っ
て
の
、「
家
」
の
重
圧
と
の
葛
藤

が
感
じ
取
れ
、
没
落
の
不
穏
な
気
配
が
作
品
に
漂
っ
て
い
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
シ
ナ
リ
オ
で
は
、「
噂
の
辻
」
と
名
づ
け
て
、
町
の
広
場
に
た

む
ろ
す
る
老
婆
や
漁
婦
た
ち
の
噂
話
を
通
し
て
物
語
を
手
繰
り
だ
そ
う
と
し
た
中
上

だ
が
、
小
説
で
は
全
体
を
通
し
て
そ
れ
を
方
法
化
し
て
い
る
。
小
説
で
は
、
二
木
島

の
町
の
人
々
の
推
測
や
憶
断
に
主
た
る
視
点
を
置
き
な
が
ら
、「
札
つ
き
の
ワ
ル
」

で
あ
る
達
男
の
行
動
が
語
ら
れ
る
傾
向
が
強
く
な
る
。
主
人
公
で
あ
る
達
男
の
言
動

は
、
周
り
の
者
の
視
線
を
通
し
て
描
き
出
さ
れ
る
こ
と
の
ほ
う
が
多
く
、
達
男
本
人

の
意
識
に
分
け
入
っ
て
、
そ
の
心
内
語
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
た

が
っ
て
先
に
、「
家
」
の
重
圧
と
の
達
男
の
葛
藤
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
そ
れ
も
あ

く
ま
で
周
囲
か
ら
見
て
の
推
断
が
優
っ
て
い
る
。「
札
つ
き
の
ワ
ル
」は
粗
暴
な「
王
」

と
し
て
君
臨
し
、
海
で
も
山
で
も
「
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
」
を
平
気
で
す
る
が
、

そ
れ
を
語
る
の
は
取
り
巻
き
の
者
た
ち
で
あ
り
、「
王
」
自
身
は
語
ら
ず
、
取
り
巻

き
ば
か
り
が
嘆
き
、
物
語
る
。

あ
る
意
味
で
達
男
に
最
も
近
い
取
り
巻
き
で
あ
り
、「
札
つ
き
の
ワ
ル
」
を
「
ア
ニ
」

と
慕
い
、
一
方
で
対
抗
心
を
奮
い
立
た
せ
る
「
札
つ
き
の
ひ
若
い
ワ
ル
」
が
良
太
で

あ
る
。
良
太
の
心
理
に
降
り
立
っ
て
の
叙
述
は
至
る
所
に
見
受
け
ら
れ
る
。
英
雄
憧

憬
は
や
が
て
反
発
と
憎
悪
に
変
わ
る
。シ
ナ
リ
オ
に
は
欠
け
て
い
た
良
太
に
よ
る「
王

殺
し
」
の
葛
藤
が
、
小
説
に
は
苛
烈
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

良
太
は
訊
か
な
か
っ
た
。
た
と
え
訊
い
た
と
し
て
も
、
答
は
良
太
の
得
心
す
る

も
の
で
は
な
い
。
山
仕
事
の
人
夫
ら
の
信
じ
る
迷
信
を
そ
の
通
り
言
う
達
男
で
な
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く
、
良
太
が
達
男
に
従
い
て
山
仕
事
に
入
っ
て
か
ら
、
昼
も
夜
も
可
能
な
限
り
注

視
し
つ
づ
け
て
来
た
大
き
な
体
を
し
た
荒
く
れ
の
生
身
の
本
当
を
知
り
た
い
。
海

中
深
く
潜
り
突
く
伊
勢
海
老
の
よ
う
に
ヤ
ス
で
達
男
を
仕
止
め
て
み
た
か
っ
た

し
、
猿
を
狩
っ
た
よ
う
に
達
男
を
仕
止
め
て
み
た
か
っ
た
。
夜
の
闇
に
乗
じ
て
良

太
は
何
度
も
達
男
が
キ
ミ
コ
を
呼
び
出
し
て
嬲
る
の
を
目
撃
し
た
が
、
闇
に
浮
き

出
た
白
い
裸
体
が
達
男
と
キ
ミ
コ
の
生
身
で
は
な
く
狩
っ
て
思
い
の
ま
ま
操
れ
る

猿
の
雄
雌
か
、
子
供
の
頃
、
夏
休
み
あ
け
に
学
校
に
提
出
し
た
ホ
ル
マ
リ
ン
注
射

を
射
っ
て
ピ
ン
で
留
め
た
標
本
の
昆
虫
で
あ
っ
て
欲
し
か
っ
た
。
達
男
の
腰
が
動

き
、
手
が
動
く
度
に
キ
ミ
コ
は
声
を
あ
げ
、
良
太
は
固
唾
を
飲
み
な
が
ら
、
二
人

が
裸
の
人
間
で
は
な
く
、
重
油
一
缶
で
あ
っ
け
な
く
息
を
つ
ま
ら
せ
水
面
に
白
い

腹
を
見
せ
て
浮
き
あ
が
っ
た
イ
ケ
ス
の
ハ
マ
チ
の
よ
う
な
気
が
し
た
。

 
　
（
小
説
『
火
ま
つ
り
』）

伊
勢
海
老
の
よ
う
に
、
猿
の
よ
う
に
、
達
男
を
仕
止
め
て
み
た
い
と
良
太
は
思
う
。

そ
し
て
良
太
は
養
殖
ハ
マ
チ
の
イ
ケ
ス
に
重
油
を
ま
き
、
二
木
島
の
青
年
会
館
の
ゴ

ミ
箱
に
放
火
し
、
漁
協
理
事
殴
打
を
謀
り
、
キ
ミ
コ
を
脅
迫
・
追
放
す
る
。
い
わ
ば

ワ
ナ
を
仕
掛
け
、
こ
れ
ら
の
悪
事
す
べ
て
を
「
札
つ
き
の
ワ
ル
」
の
達
男
の
仕
業
の

よ
う
に
人
々
に
思
い
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
。
実
際
二
木
島
の
誰
も
が
達
男
の
仕
業
と

噂
し
、
非
難
す
る
が
、
達
男
自
身
は
そ
れ
を
あ
え
て
積
極
的
に
否
定
し
な
い
。
達
男

は
す
べ
て
良
太
の
仕
業
と
知
り
抜
い
て
お
り
、
か
と
い
っ
て
責
め
る
で
も
な
く
、
自

ら
弁
明
す
る
で
も
な
く
、
超
然
と
構
え
た
ま
ま
、
他
人
の
「
悪
」
も
丸
ご
と
引
き
受

け
て
「
暴
君
」
の
威
勢
に
変
え
て
い
く
。

さ
ら
に
山
の
木
の
切
り
出
し
で
約
一
ヶ
月
半
山
小
屋
に
寝
泊
り
し
、
山
の
霊
気
を

全
身
に
受
け
た
達
男
は
、「
前
に
も
増
し
て
凶
暴
に
な
り
、
人
間
で
な
い
者
に
な
っ

た
よ
う
な
」
気
が
、
良
太
に
は
す
る
。「
風
の
動
き
を
誰
よ
り
も
よ
く
感
知
し
、
音

を
細
か
く
聴
き
分
け
る
。
山
に
巣
喰
う
ど
の
鳥
や
獣
よ
り
も
敏
感
に
空
気
や
水
や
草

木
に
反
応
す
る
」
達
男
は
、
良
太
に
は
「
手
な
ず
け
よ
う
も
な
い
し
、
捕
獲
し
よ
う

も
な
い
獲
物
」
に
見
え
る
。
神
仏
に
祈
っ
て
よ
う
や
く
授
か
っ
た
男
の
子
だ
と
い
う

達
男
は
、
自
然
の
霊
力
を
得
て
凶
暴
化
し
、「
他
人
に
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
よ
う

な
事
を
、山
の
神
と
約
束
し
た
」
の
で
あ
り
、ワ
ル
の
良
太
な
ど
問
題
で
は
な
く
、「
人

間
で
な
い
者
」
と
化
し
て
い
る
。

二
回
目
に
イ
ケ
ス
に
ま
か
れ
た
重
油
は
、
す
べ
て
を
知
っ
て
い
た
達
男
に
脅
さ
れ

て
良
太
が
ま
く
。
良
太
は
達
男
が
「
一
等
大
き
な
ワ
ナ
に
獲
物
が
か
か
っ
た
」
と
小

賢
し
く
喜
ぶ
が
、
達
男
は
そ
の
ワ
ナ
を
も
超
然
と
す
り
抜
け
、
さ
ら
に
大
い
な
る
闇

へ
と
踏
み
出
し
て
い
く
。

つ
い
に
は
無
化
す
る
卑
小
な
奸
計
と
は
い
え
、
こ
こ
に
は
良
太
の
「
王
殺
し
」
の

葛
藤
が
あ
り
、「
王
国
の
崩
壊
」
を
控
え
た
「
家
」
の
重
圧
と
の
達
男
の
葛
藤
も
ま

た
窺
え
る
。
シ
ナ
リ
オ
に
欠
け
て
い
た
こ
れ
ら
の
葛
藤
を
書
き
込
み
な
が
ら
、
小
説

『
火
ま
つ
り
』
は
、
一
家
惨
殺
の
ラ
ス
ト
へ
と
な
だ
れ
込
ん
で
い
く
。「
悪
い
の
は
俺

じ
ゃ
、
え
え
の
も
俺
じ
ゃ
。
二
木
島
は
な
に
も
か
も
俺
の
も
の
じ
ゃ
」
と
達
男
は
嘯

く
が
、
そ
の
心
の
内
奥
は
最
後
ま
で
叙
述
さ
れ
な
い
。
親
族
会
議
が
招
集
さ
れ
た
達

男
の
家
か
ら
、
猟
銃
の
銃
声
が
何
発
も
轟
く
叙
事
的
な
描
写
と
と
も
に
、
作
品
は
た

ち
ま
ち
幕
を
引
く
。

小
説
で
は
、
映
画
と
違
っ
て
描
写
は
達
男
の
家
の
う
ち
に
さ
え
入
り
込
ん
で
い
か

な
い
。
し
か
し
読
者
は
、
そ
の
描
写
の
不
在
の
彼
方
に
、
自
然
の
霊
力
を
得
て
凶
暴

化
し
、「
他
人
に
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
よ
う
な
事
を
、
山
の
神
と
約
束
し
た
」「
人

間
で
な
い
者
」
を
幻
視
す
る
は
ず
だ
。
叙
述
さ
れ
な
い
闇
の
中
に
「
悪
」
そ
の
も
の

が
立
ち
上
が
る）

9
（

。
死
せ
る
「
王
」
は
語
ら
ず
、
暴
悪
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
噂
を
通
し
て

神
話
化
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
中
上
健
次
自
身
の
実
際
の
家
族
に
照
ら
し
て
み
た
と
き
、「
家
」
の
崩
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壊
に
立
ち
会
い
自
殺
す
る
「
ア
ニ
」
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
そ
こ
に
健
次
の
異
父

兄
・
木
下
行
平
の
面
影
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
健
次
八
歳
の
と
き
、

母
ち
さ
と
は
中な
か
う
え上
七
郎
と
一
緒
に
な
る
た
め
に
健
次
を
連
れ
て
新
宮
市
野
田
に
移
り

住
む
。
異
父
兄
の
木
下
行
平
は
春
日
の
も
と
の
家
に
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
、
鶏
を
飼

い
な
が
ら
孤
独
に
暮
ら
す
。
厄
介
者
と
し
て
見
捨
て
ら
れ
た
と
感
じ
た
行
平
は
、
酒

に
酔
っ
て
は
斧
を
手
に
し
て
、
母
と
健
次
の
家
に
何
度
も
ど
な
り
込
ん
で
き
た
と
い

う
。
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で
精
神
が
不
安
定
に
な
っ
た
行
平
は
、
昭
和
三
十
四
年
三
月

三
日
、
二
十
四
歳
で
縊
死
。
高
山
文
彦
『
エ
レ
ク
ト
ラ 

中
上
健
次
の
生
涯
』（
文
藝

春
秋
、
平
19
）
に
よ
れ
ば
、「
母
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
が
母
の
都
合
に
よ
っ
て
離
れ

ば
な
れ
に
な
っ
た
あ
と
、
一
介
の
日
雇
い
か
ら
土
建
請
負
業
者
と
し
て
独
立
す
る
ま

で
の
中
上
七
郎
の
雌
伏
の
時
代
の
生
活
の
幾
ば
く
か
を
、
行
平
は
と
き
に
金
の
無
心

に
や
っ
て
来
る
ち
さ
と
を
通
じ
て
支
え
た
」
と
の
こ
と
で
、
後
年
の
健
次
は
こ
の
異

父
兄
の
孤
独
と
辛
苦
を
思
う
た
び
に
愛
し
さ
で
泣
き
出
し
た
と
い
う
。

初
期
の
中
上
作
品
か
ら
こ
の
異
父
兄
は
仮
構
の
う
ち
に
た
び
た
び
登
場
す
る
が
、

四
方
田
犬
彦
『
貴
種
と
転
生
・
中
上
健
次
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、平
13
）
も
ま
た
「
十

数
年
前
に
縊
死
を
と
げ
た
兄
は
単
な
る
人
間
で
あ
る
こ
と
を
止
め
、
も
は
や
特
定
の

時
間
に
属
さ
な
い
死
せ
る
英
雄
の
祖
型
に
近
い
も
の
へ
と
、
少
し
ず
つ
姿
を
変
え
よ

う
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。「
家
」
の
解
体
の
翳
り
を
閲
し
な
が
ら
、
自
ら

を
「
生
贄
」
と
し
て
差
し
出
し
た
英
雄
が
、
小
説
『
火
ま
つ
り
』
の
達
男
だ
と
す
れ

ば
、
そ
こ
に
健
次
の
自
殺
し
た
異
父
兄
へ
の
「
鎮
魂
」
の
身
振
り）
10
（

を
読
む
こ
と
も
許

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

〔
付
記
〕 

本
稿
で
の
中
上
健
次
『
紀
州 

木
の
国
・
根
の
国
物
語
』『
熊
野
集
』『
火
の
文
学
』『
火

ま
つ
り
』
か
ら
の
引
用
は
、
い
ず
れ
も
単
行
本
の
初
刊
本
を
典
拠
と
し
た
。

﹇
註
﹈

（
1
） 

上
野
元
『
神
倉
神
社
と
お
燈
祭
（
速
玉
文
庫
第
三
巻
）』（
熊
野
速
玉
大
社
、
昭
41
初

版
、
平
16
五
版
）

（
2
） 

柳
町
光
男
・
長
部
日
出
雄
対
談
「
火
ま
つ
り
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
昭
60
・
5
月
下
旬

号
）
に
柳
町
光
男
の
以
下
の
発
言
が
あ
る
。

 
 

 

「 

柳
町　

今
度
は
熊
野
を
舞
台
に
し
て
、
き
こ
り
を
や
っ
て
て
、
毎
日
、
山
の
中
に
入
っ

て
、
山
の
自
然
に
囲
ま
れ
て
る
。
そ
う
い
う
と
き
、
山
に
ひ
そ
む
精
霊
と
い
う
か
悪

霊
を
見
て
し
ま
っ
た
男
に
し
よ
う
と
。
見
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
セ
ッ
ク
ス
す
る
こ

と
へ
ま
で
行
く
。
そ
の
こ
と
か
ら
悲
劇
が
起
き
る
と
い
う
話
を
ま
ず
僕
が
作
っ
た
わ

け
で
す
。
そ
れ
を
中
上
に
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
向
う
が
逆
に
、
そ
れ
は
面
白
い
か

ら
俺
に
書
か
せ
な
い
か
み
た
い
な
こ
と
に
な
っ
て
。
そ
の
原
案
を
彼
に
渡
し
て
、
そ

こ
か
ら
ド
ラ
マ
を
書
き
起
こ
し
て
、
そ
れ
で
山
の
民
、
海
の
民
と
か
い
う
こ
と
は
、

彼
の
中
か
ら
出
て
き
た
こ
と
で
す
よ
ね
。」

（
3
） 

中
上
健
次
『
火
の
文
学
』（
角
川
書
店
、
昭
60
）所
収「
Ⅰ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト　

火
の
文
学
」

（
4
） 

中
上
健
次
「
物
語
の
系
譜
・
八
人
の
作
家
〈
上
田
秋
成
（
上
）（
下
）〉」（『
国
文
学
』

昭
54
・
4
〜
5
）
で
、
中
上
は
『
雨
月
物
語
』「
蛇
性
の
婬
」
に
つ
い
て
、「
パ
ノ
ラ
マ
的

転
回
、
怪
異
、
母
権
と
い
う
最
も
よ
く
秋
成
の
特
徴
が
出
て
い
る
」
作
品
だ
と
し
て
、「
秋

成
は
母
権
的
な
性
の
力
関
係
を
持
っ
て
い
る
作
家
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
5
） 

高
澤
秀
次
『
中
上
健
次
事
典　

論
考
と
取
材
日
録
』（
恒
文
社
21
、
平
14
）
所
収
「
中

上
健
次
新
年
譜
」

（
6
） 
三
重
県
立
図
書
館
所
蔵
の
『
朝
日
新
聞
』
津
市
配
達
版
。

（
7
） 
柄
谷
行
人
『
坂
口
安
吾
と
中
上
健
次
』（
講
談
社
文
芸
文
庫
、
平
18
）

（
8
） 

初
出
は
『
群
像
』（
昭
55
・
7
）。

（
9
） 

中
上
健
次
は
上
野
千
鶴
子
と
の
対
談
「
暴
力
と
性
、
死
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
」（
山
口
昌
男

編
『
火
ま
つ
り
』
所
収
、
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
昭
60
）
で
、
生
命
を
与
え
た
者
は
そ
れ
を
奪
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う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、「
与
え
、
奪
う
人
間
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
の
は
全
部
悪

と
し
て
存
在
す
る
。
そ
う
い
う
物
語
の
構
造
が
あ
る
ん
で
す
ね
」
と
語
っ
て
い
る
。

（
10
） 
林
淑
美
「『
火
ま
つ
り
』
映
画
と
シ
ナ
リ
オ
と
小
説
と
」（『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
別

冊
〈
中
上
健
次
〉
所
収
、平
5
・
9
）
に
も
、『
火
ま
つ
り
』
に
つ
い
て
、兄
に
対
す
る
「
み

霊
な
だ
め
」
の
視
点
か
ら
の
論
及
が
あ
る
。

 

（
平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
七
日
受
理
）
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